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サービスガイド

Google Analyticsのユーザー分析イベントを

拡張したレポートシステム

ジ ー エ ー フ ォ ー ク ス



サービス概要

GA Fokusとは

Google Analyticsの機能拡張によって、ユーザーの行動を

基本機能よりも詳細に分析できるようになるサービスです。

Google Analytics4（GA4）にも対応し、GA4と連携した

GA Fokusオリジナルの分析レポートを報告します。

GA4の各種課題を解決

１. UAからGA4への変更点等や活用方法の説明会開催

２. 導入時の基本設定サポート

３. GoogleシグナルやBigQueryなどの連携サービス導入サポート

４. 分析に掛かる時間の大幅な短縮

５. レポート作成に掛かる時間の大幅な短縮



GoogleAnalyticsの機能拡張

カスタムイベントについて

GA4ではページビューもイベント扱いとなり、その他

主要なイベント計測はクリック、ページビュー、

スクロールなどです。

詳細なイベントやコンバージョンは一般的に

GTMと連動して設計・設定を行う必要があります。

GA Fokusのカスタムイベント事例（一部）

・より詳細な滞在時間
　ユーザー全体の平均滞在時間ではなく、ユーザー単位で

　10秒いたのか、1分いたのか、またその全体割合などを

　計測できます。

・表示領域
　ユーザー全体のスクロールイベント発生率ではなく、

　ユーザー単位でサイトにおける、どの箇所がよく見られているのか

　という表示領域を可視化します

画面イメージ）Google Analytics4



GoogleAnalytics4への対応

GA Fokusのレポート

GA FokusのレポートはGoogleAnalytics4における

エンゲージメントの概念に沿って作成されています。

どのページに対して、

どのような傾向のユーザー（参照元やデバイス）が、

どういった行動を経て、

コンバージョンに至ったのか

というマーケティングファネル（逆三角形の図）形式で

可視化されます。

上記によって、Webサイト上のページ毎に、

エンゲージメントの詳細を短時間で分析可能となります。
レポートのサンプルイメージ



GoogleAnalytics4への対応

レポートの基本構成

・分析対象となるページの基本情報

　- サムネイル

　- ページタイトル & 概要（description）

　- URL

・ユーザー属性分析

　- 参照元

　- デバイス

　- など

・ユーザー行動分析

　- エンゲージメントファネル

　- セッション推移

　- 回遊先ページランキング

　- 滞在時間割合

　- 表示領域割合

レポートのサンプルイメージ



導入フロー

GA Fokusの読み込み

STEP1. 【インストール】

対象サイトにga-fokus.jsのタグを設置する

STEP2. 【イベント測定】

測定したいイベントを定義して、コードを仕込む

STEP3. 【結果確認】

GoogleAnalytics上で効果測定の結果を確認する

OPTION

Webサイトの設定状況に応じて、BigQueryやGoogleシグナル

との連携、Cookieポリシーへの変更が必要になります。



料金プラン

GA Fokus 導入初期費用 100,000 円

GA Fokus 月額利用費 60,000 円/月  ※5レポートまで

Google Analytics４ 導入支援 50,000 円〜

その他、各種運用支援 ご相談ください

項目 金額

お問い合わせ先

メールアドレス: info@third-scope.com

電話番号: 03-6820-0114  ( 平日 10:00~18:00 )

mailto:info@third-scope.com

